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調査 結果 の 概要 





1 アデ イヌ と いう 民族 に つい て 


(1) アイ ヌ に 関す る 周知 度 


アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 知っ て いる か 聞い た と ころ 、「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 の 

合 が 93.6%、「 知 ら な い 」 と 答え た 者 の 割合 が 6.2% と な っ て いる 。 

都市 規模 別に 見 る と 、 大 き な 差 異 は 見 られ な い 。 

性 別に 見 る と 、 大 き な 差 異 は 見 られ な い 。 

年 齢 別に 見 る と 、「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 の 割合 は 60 歳 代 、70 歳 以 上 で 高く な っ て いる 。 
( 図 1、 表 1) 



























































1 アイ ヌ に 関す る 周知 度 
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表 1 アイ ヌ に 関す る 周知 度 
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表 1 一 参考 アイ ヌ に 関す る 周知 度 
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( 注 ) 平成 30 年 7 月 調査 まで は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
































ア アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 


アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 1, 654 人 ) に 、 ア イヌ に つい て ど 
の よう な こと を 知っ て いる か 聞い た と ころ 、「 ア イヌ の 人 々 が 先住 民族 で ある と いう こと 」 を 
挙げ た 者 の 割合 が 91.2% と 最も 高く 、 以 下 、「 ア イヌ の 人 々 が 独自 の 伝統 的 文化 を 形成 してき 
た こと 」 (83.2%) 、「 個 人 や 団体 と し て アイ ヌ 語 や 伝統 文化 の 保持 、 継 承 、 新 し い 文化 の 創 
造 な ど に 取り 組ん で いる アイ ヌ の 人 々 が いる こと 」 (46.5%) 、「 明 治 時 代 以 降 、 多 く の ア イ 
ヌ の 人 々 が 非常 に 貧し く 独 自 の 文化 を 制限 され た 生活 を 余儀 な くさ れ た こと 」 (46.3%) 、「 中 
世 以 降 、 和 人 (アイ ヌ の 人 々 以外 の 日 本 人 ) と の 間 に 交 流 や 争い な ど が あっ た こと 」 (44.1%) 
な どの 順 と な っ て いる 。 (複数 回 答 、 上 位 5 項目 ) 

都市 規模 別に 見 る と 、「 ア イヌ の 人 々 が 独自 の 伝統 的 文化 を 形成 し て きた こと 」、「 中 世 以 
降 、 和 人 (アイ ヌ の 人 々 以外 の 日 本 人 ) と の 間 に 交 流 や 争い な ど が あっ た こと 」 を 挙げ た 者 の 
割合 は 大 都市 で 高く な っ て いる 。 

性 別に 見 る と 、「 明 治 時 代 以 降 、 多 く の ア イヌ の 人 々 が 非常 に 貧し く 独自 の 文化 を 制限 され 
た 生活 を 余儀 な くさ れ た こと 」、 「 中 世 以 降 、 和 人 (アイ ヌ の 人 々 以外 の 日 本 人 ) と の 間 に 交 
流 や 争い な ど が あっ た こと 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 男性 で 高く な っ て いる 。 

E 齢 別に 見 る と 、「 ア イヌ の 人 々 が 先住 民族 で ある と いう こと 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 40 歳 代 
で 、 「 ア イヌ の 人 々 が 独自 の 伝統 的 文化 を 形成 し て きた こと 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 60 歳 代 で 、 

「 個 人 や 団体 と し て アイ ヌ 語 や や 伝統 文化 の 保持 、 継 承 、 新 し い 文 化 の 創造 な ど に 取り 組ん で い 
る アイ ヌ の 人 々 が いる こと 」、「 明 治 時 代 以 降 、 多 く の ア イヌ の 人 々 が 非常 に 貧し く 独自 の 文 
化 を 制限 され た 生活 を 余儀 な くさ れ た こと 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 60 歳 代 、 70 歳 以 上 で 、 そ れ ぞ 
れ 高く な っ て いる 。 ( 図 2、 表 2) 









































































































































































































































Hy 


























































































































2 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 


(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 
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組ん で いる アイ ヌ の 人 々 が いる こと 


明治 時 代 以 降 、 多 く の ア イヌ の 人 々 が 非常 





体 と し て アイ ヌ 語 や 伝統 文化 の 5 tit it 


tt tet ttt 
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に 貧し く 独 自 の 文化 を 制限 され た 生活 を 余 46.3 
儀 な くさ れ た こと 
中 世 以 降 、 和 人 (アイ ヌ の 人 々 以外 の 日 本 補 





人 ) と の 間 に 交 流 や 争い な ど が あっ た こと 


現代 で は 、 他 の 多く の 日 本 人 と 変わ ら な い 
生活 様式 で 生活 し て お り 、 北 海道 以外 に も 








全国 各地 で 暮らし て いる こと 

の 
回 総数 (n=1.654 人 、M.T.-=352.1%) 
無 回 答 | 0.3 








表 2 





アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 


(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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考 1 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 


(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 


























ん 持 
で 人 
い 継 や 
























































辻 受 々 と SXX へ 





























等 吾 郊 S 











注 豆 NK 





ITA 難 更 護 吾 六 >SXN 
























































F 7 月 調査 は 、』 








96 9% 


77.3 65.7 40.0 35. 6 34.3 














\ 
て 
ol 
還 


別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
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表 2 一 参考 2 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (全般 ) 














(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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イ アデ イヌ に つい て 知っ て いる 








アデ イヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 1,654 人 ) に 、 ア イヌ 文化 に つい 
て どの よう な こと を 知っ て いる か 聞い た と ころ 、「 衣 服 や 服飾 品 を 彩る 独特 な アイ ヌ 文 様 が あ 
る こと 」 を 挙げ た 者 の 割合 が 83.1%、「 ア イヌ 語 と いう 独自 の 言語 が ある こと 」 を 挙げ た 者 の 
割合 が 81.3% と 高く 、 以 下 、「 盆 や 衣服 な ど ア イヌ 独自 の 伝統 的 な 工芸 品 が ある こと 」(49.8%) 、 
「 豊 か な 表現 で 語り 伝え て きた 口承 文芸 ・ 民 話 が ある こと 」 (47.6%) 、「 伝 統 的 な 古式 舞踊 
* あ る こと 」 (45.9%) 、 「 デ イヌ 独自 の 信仰 ・ 儀 式 が ある こと 」 (44.0%) 、 「 ア イヌ 独 目 
の 民族 楽器 が ある こと 」 (41.19%%) な どの 順 と な っ て いる 。 (複数 回 答 、 上 位 7 項目 ) 

都市 規模 別に 見 る と 、「 伝 統 的 な 古式 舞踊 が ある こと 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 大 都市 で 高く な 
っ て いる 。 
性 別に 見 る と 、 大 き な 差 異 は 見 られ な い 。 

年 齢 別に 見 る と 、「 衣 服 や 服飾 品 を 彩る 独特 な アイ ヌ 文 様 が か ある こと 」、「 分 や 衣服 な ど ア 
イヌ 独自 の 伝統 的 な 工芸 品 が ある こと 」、「 豊 か な 表現 で 語り 伝え て きた 口承 文芸 ・ 民 話 が あ 
る こと 」、「 伝 統 的 な 古式 舞踊 が ある こと 」、「 ア イヌ 独自 の 民族 楽器 が ある こと 」 を 挙げ た 
者 の 割合 は 60 歳 代 、70 歳 以上 で 、「 ア イヌ 独自 の 信仰 ・ 儀 式 が ある こと 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 
70 歳 以 上 で 、 そ れ ぞ れ 高 く な っ て いる 。 ( 図 3、 表 3) 








































































































































































































3 アデ イヌ に つい て 知っ て いる 事項 (文化 ) 





(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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そ の 他 島 13 gg 総数 (n=1654 人 、MT=424.2%) 








表 3 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (文化 ) 
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表 3 一 参考 1 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (文化 ) 





(アイ ヌ と いう 民族 が いる こと を 「 知 っ て いる 」 と 答え た 者 に 、 複 数 回 答 ) 
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% % 
30 年 7 月 調査 65.3 64.6 39.0 37.9 37.1 34.9 32.7 25.0 0.2 























( 注 ) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 





























表 3 一 参考 2 アイ ヌ に つい て 知っ て いる 事項 (文化 ) 
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(2) アイ ヌ を 知っ て いた だ く た め 
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民 に 知っ て も ら う た め に 、 
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か 聞い た と ころ 、「 テ レビ 番組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 」 を 挙げ た 者 

高く 、 以 下 、「 ア イヌ の 伝統 的 食事 ・ 衣 服 ・ 楽 器 な どの 体験 機会 の 提供 」 (41.3%) 、「 イ ン 
ター ネッ ト に よる 広報 活動 」 (35.79%%) な どの 順 と な っ て いる 。 (複数 回 答 、 上 位 3 項目 ) 
性 別に 見 る と 、 「 テ レビ 番組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 」、 「 ア イヌ の 伝統 的 食事 ・ 衣 服 ・ 
楽器 な どの 体験 機会 の 提供 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 女性 で 高く な っ て いる 。 

年 齢 別に 見 る と 、! テ レビ 番組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 70 歳 以上 で 、 
「 ア イヌ の 伝統 的 食事 ・ 衣 服 ・ 楽 器 な どの 体験 機会 の 提供 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 30 歳 代 、40 





歳 代 で 、 
れ 高く な っ て いる 。 








テレ ビ 番 組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 


アイ ヌ の 伝統 的 食事 ・ 衣 服 ・ 楽 器 な どの 
体験 機会 の 提供 


イン ター ネッ ト に よる 広報 活動 


広報 誌 ・ パ ン フ レッ ト の 配布 、 ポ スタ ー の 
掲示 


キャ ラク ター な ど を 活用 し た 広報 活動 


講演 会 < シンポ ジウ ム ・ フ ォ ー ラ ム ・ 交 流 
ベン ト の 開催 

そ の 他 
無 回 答 


4 アデ イヌ を 知っ て いた だ く た め 【 


























「 イ ンタ ーネット に よる 広報 活動 」 を 挙げ た 者 の 割合 は 18~29 歳 、30 歳 代 で 、 そ れ ぞ 











( 図 4、 表 4) 
的 に 行う べき 取組 
(複数 回 答 ) 
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78.8 


総 
he 


数 (n=1,767 人 、M.T.=220.4%) 








表 4 アイ ヌ を 知っ て いた だ く た め に 重点 的 に 行う べき 取組 
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% % % % % % 
67. 2 35:.8 34.8 24.4 ん 15. 6 



































( 注 ) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
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4 一 参考 2 国民 理解 の 促進 に 向け て 効果 的 な 取組 方 法 
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と { 
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・ 畠 周 ・ 思 廷 計 誤 玉 き 





基 英 状 門 ご 





























% % % 
72.8 355 39.0 30.3 23.6 

















67.8 29.0 27.5 22.7 14.6 




















( 注 ) 「 あ な た は 、 広 く 国 民 が 、 ア イヌ に 関し て 、 関 心 を 深め る た め に は 、 ど の よう な 方 法 に よる 取組 が 効果 的 だ と 思い ます か 。 
この 中 か らい くつ で も あげ て くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 




















ー 13 一 


2 














「 民 族 共生 象徴 空間 」 (愛称 : ウ ポ ポイ ) に つい て 





(1) 「 ウ ボボ イ 」 の 周知 度 
ウ ポ ボ イ に つい て 知っ て いた か 聞い た と ころ 、「 知 っ て いた 」 と する 者 の 割合 が 35.5% ( 「 知 


総 数 ( 1767 人 ) 3 


っ て いた 」16.2% 十 「 言 葉 だ け は 聞い た こと が ある 」19.3%) 、 
の 割合 が 63.49% と な っ て いる 。 

都市 規模 別に 見 る と 、 大 き な 差 異 は 見 られ な い 。 

性 別に 見 る と 、 大 き な 差 異 は 見 られ な い 。 

年 齢 別に 見 る と 、「 知 っ て いた 」 と する 者 の 割合 は 60 歳 代 で 、 
割合 は 18~29 歳 、30 歳 代 で 、 そ れ ぞ れ 高 く な っ て いる 。 
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HH 





双 5 「 ウ ポポ イ 」 の 周知 度 





知っ て いた (小計 )35.5 





知っ て いた 言葉 け は 聞い た 無 回 答 
こと が ある 


(該当 者 数 ) 


〔 性 ] 
男 性 ( 853) 衣 
女 性 ( 914 人 ) は 


18 て 29 歳 ( 187 人 ) | 107 E15.0 5 
30 て 39 歳 ( 188 人) 陸 
40  ~ 49 歳 ( 293 人 ) 上 
50  ~ 59 歳 ( 278 人 ) て 


Ee 


E 5 
60 “ 69 歳 ( 315 人 ) 科 3 





70 歳 以 上 ( 506 人 ) 

















「 知 ら な か っ た 」 と 答え た 者 





「 知 ら な か っ た 」 と 答え た 者 
( 図 5、 表 5) 








知ら な か っ た 
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表 5 「 ウ ポポ イ 」 の 周知 度 




































































表 5 一 参考 1 「 民 族 共 生 象 徴 空間 」 の 周知 度 











い 党 党 rrr 評 有吉 融 汗 









































( 注 1) 「 あ な た は 、「 民 族 共 生 象徴 空間 」 に つい て 知っ て いま し た か 。 そ れ と も 知り ませ ん で し た か 。 こ の 中 か ら 1 つ だ け お 答え 
くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 
( 注 2) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単 














3 
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て ー 


上 較 は 行わ な い 。 
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表 5 一 参考 2 「 








民族 共生 の 象徴 と な る 空間 」 の 周知 度 























平成 25 年 10 月 調 


( 


注 ) 














「 あ な た は 、 こ の 国 が 取り 組ん で いる 「 民 族 
くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 























月 





生 の 象徴 と な る 空間 」 に つい て 知っ て いま し た か 。 こ の 
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か ら 1 つ だ け お 答え 


(2) 「 ウ ポポ イ 」- へ の 訪問 意欲 


30 


40 


50 


60 


70 














ウ ポ ポイ に 行っ て みた いと 思う か 聞い た と ころ 、「 行 っ て みた い 」 と する 者 の 割合 が 62.1% 
(「 ぜ ひ 行 っ て みた い 」9.6% 十 「 機 会 が あれ ば 行っ て みた い 」52.5%) 、「 行 っ て みた いと 思 
わな い 」 と する 者 の 割合 が 21.3% (「 ど の よう な 施設 か わか ら な い の で 行っ て みた いと は 思わ 
な い 」10.3% 十 [施設 の 内 容 に 興味 が な い の で 行っ て みた いと は 思わ な い 」11.0%) と な っ て 
いる 。 な お 、 「 わ か ら な い 」 と 答え た 者 の 割合 が 14.7% と な っ て いる 。 

都市 規模 別に 見 る と 、「 行 っ て みた い 」 と する 者 の 割合 は 中 都市 で 高く な っ て いる 。 

性 別に 見 る と 、 大 き な 差 異 は 見 られ な い 。 
E 齢 別に 見 る と 、「 行 っ て みた い 」 と する 者 の 割合 は 60 歳 代 で 、「 行 っ て みた いと 思わ な い 」 
と する 者 の 割合 は 30 歳 代 で 、 そ れ ぞ れ 高 く な っ て いる 。 ( 図 6、 表 6) 
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羽 6 「 ウ ポポ イ 」 へ の 訪問 意 人 








行っ て みた い ( 小 計 )62.1 行っ て みた いと 思わ な い ( 小 計 )21.3 
ーー ジー 5 SN 
ぜひ 機会 が あれ ば わか ら な い 無 回 答 どの よう な 施設 施設 の 内 容 に 
行っ て みた い 行っ て みた い か わか ら な い の 興味 が な い の 


で 行っ て みた い で 行っ て みた い 
と は 思わ な い と は 思わ な い 


(該当 者 数 ) 





数 ( 1767 人 ) 月 968 





性 ] 
性 ( 

性 ( 

年 齢 ] 
~ 29 歳 ( 
~ 39 歳 ( 
~ 49 歳 ( 
~ 59 歳 ( 
~ 69 歳 ( 
歳 以 中 .( 
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6 「 ウ ポ ボ ポイ 」 へ の 訪問 意 名 
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3 アデ イヌ に 関す る 施策 に つい て 



































(1) 重点 的 に 行う べき アイ ヌ 関 連 施策 


アデ アイヌ に 関す る 施策 の うち 、 ど 
の 人 々 へ の 理解 を 深め る た め の 啓 発 ・ 広 報 活動 」 を 挙げ た 者 の 割合 が 50.9%、 

















文化 の 知識 を 深め る た め の 学 校 教育 」 を 挙げ た 者 の 割合 が 








の 誘客 促進 の た め の 広 報 活動 」 ( 

















33.5%) 、 

















「 ア イヌ の 人 々 へ の 生活 や 教育 の 充実 ・ 支 援 」 


























動 な ど へ の 支援 」 
都市 規模 別に 見 る と 、 
割合 は 大 都市 で 、 
それ ぞ れ 高く な っ て いる 。 

性 別に 見 る と 、 大 き な 差 異 は 見 
年 齢 別に 見 る と 、「 ア イヌ の 
は 40 歳 代 で 、 
へ の 支援 」 を 挙げ た 

































































(27.1%) な どの 順 


「 ア イヌ の 人 々 へ の 4 


歴 























られ な い 。 

















「 ア イヌ 文化 継承 の た め の 人 材 育成 」、 
の 割合 は 60 歳 代 で 、 





と な っ て いる 。 


の よう な 取組 を 重点 的 に 行う べき か 聞い た と ころ 、 


「 デ イヌ 








「 ア イヌ 文化 継承 の た め の 人 材 育 成 」 
(27.1%) 、 
(複数 回 答 、 上 位 6 項 
「 ア イヌ の 歴史 ・ 文 化 の 知識 を 深め る た め の 学 校 教 育 」 を 挙げ た 者 の 
E 活 や 教育 の 充実 支援 」 を 挙げ た 者 の 


・ 文 化 の 知識 を 深め る た め の 学 校 教 育 」 を 挙げ た 
「 ア イヌ 文化 復興 の た め の 地 域 活動 な ど 
「 ア イヌ の 人 々 へ の 生活 や や 教育 の 充実 ・ 支 援 」 を 挙 


「 ア イヌ の 歴史 ・ 
47.99%% と 高く 、 以 下 、「 ウ ポ ボ ポイ へ 
(27.296). 、 
「 ア イヌ 文化 復興 の た め の 地 域 活 
目 ) 












































都市 で 、 











の 割合 


















































げた 者 の 割合 は 70 歳 以上 で 、 そ れ ぞ れ 高く な っ て いる 。 ( 図 7、 表 7) 
7 重点 的 に 行う べき アイ ヌ 関 連 施策 
(複数 回 答 ) 
(%) 
0 10 20 30 40 50 60 
アイ ヌ の 人 々 へ の 理解 を 深め る た め の 啓 50.9 


発 ・ 広 報 活動 


アイ ヌ の 歴史 ・ 文 化 の 知識 を 深め る た め の 
学校 教育 


ウ ポ ポイ へ の 誘客 促進 の た め の 広 報 活動 


アイ ヌ 文 化 継承 の た め の 人 材 育 成 


アイ ヌ の 人 々 へ の 生活 や 教育 の 充実 支援 


IS 


ウ ポ ポイ で 体験 で きる コン テン ツ の 充実 


他 
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21.9 





33.5 


数 (n=1.767 人 、M.T=244.0% 

















表 7 重点 的 に 行う べき アイ ヌ 関 連 施策 
(複数 回 答 ) 
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( 注 1) 「 あ な た は 、 ア イヌ の 人 々 に 関す る 施策 の うち 、 ど の よう な 取組 を 重点 的 に 行う べき だ と 思い ます か 。 こ の 中 か らい くつ で も 
あげ て くだ さい 。」 と 聞い て いる 。 
( 注 2) 平成 30 年 7 月 調査 は 、 調 査 員 に よる 個別 面接 聴取 法 で 実施 し て いる た め 、 令 和 2 年 11 月 調査 と の 単純 比較 は 行わ な い 。 
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アイ ヌ 政 策 に 関す る 世論 調査 
























































































































































































































































































































































令 和 2 年 11 月 
調 査 時 期 : 令 和 2 年 11 月 5 日 か ら 令 和 2 年 12 月 20 
E 査 対 象 : 全 国 18 歳 以上 の 日 本 国籍 を 有する 者 3, 000 人 
有効 回 収 数 ( 率 ) : 1, 767 人 (58.9%) 
ここ か ら は 、 ア イヌ 政策 に つい て お うか が いし ます 問 1 で 「1. 知っ て いる 」 と 答え た 方 へ の 質問 
問 1. あな た は 、 ア イヌ と いう 民族 が いる こと を 知っ て 問 3. あな た は 、 ア イヌ 文化 に つい て どの よう な こと を 
いま すか 。 そ れ と も 知り ませ ん か 。( 〇 は 1 つ ) ds 
n=l, 
(93.6) 1. 知っ て いる (81.3) 1. アイ ヌ 語 と いう 独自 の 言語 が ある こと 
( 6.2) 2. 知ら な いい : (47.6) 2. 豊か な 表現 で 語り 伝え て きた 口承 文芸 ・ 
( 0.2) 無 同 傘 Tu : 民話 が ある こと 
2 と 答え た 方 、 : 
無 回 答 は 問 4 へ  : (83.1) 3. 衣服 や 服飾 品 を 彩る 独特 な アイ ヌ 文 様 が 
ある こと 
(45.9) 4. 伝統 的 な 古式 舞踊 が ある こと 
間 1 で 「1. 知っ て いる 」 と 答え た 方 へ の 質問 : (41.1) 5. アイ ヌ 独 自 の 民族 楽器 が ある こと 
間 2. あな た は 、 ア イヌ に つい て どの よう な こと を 知っ て : (49.8) 6. 盆 や 衣服 な ど ア イヌ 独自 の 伝統 的 な 
いま すか 。( 〇 は いく つ で も ) : 工芸 品 が ある こと 
RR : (44.0) 7. アイ ヌ 独 自 の 信仰 ・ 儀 式 が ある こと 
TAA EN (28.4) 8. アイ ヌ 独 自 の 伝統 的 な 家屋 が ある こと 
2“ ; ( 1.3) 9. その 他 Ga に 
(83.2) 2. アイ ヌ の 人 々 が 独自 の 伝統 的 文化 を (1.8) 無 回 衝 (MT. =424.2) 
形成 し て きた こと : 














(44.1) 3. 中世 以降 、 和 人 (アイ ヌ の 人 々 以外 の 日 0 
本 人 ) と の 間 に 交流 や 争い な ど が あっ た AE だ ミク アル YE 必殺 衝 に に 











































































































































































































こと > 問 4. あな た は 、 ア イヌ と いう 民族 に つい て 国民 の 皆様 に 
(46.3) 4. 明治 時 代 以 降 、 多 く の ア イヌ の 人 々 が 非 知っ て いた だ く た め に 、 ど の よう な 取組 を 重点 的 に 行 
常に 貧し く 独 自 の 文化 を 制限 され た 生 うべ きだ と 思い ます か 。( 〇 は いく つ で も ) 
NE (78.8) 1. テレ ビ 番 組 や 新聞 を 利用 し た 情報 発信 
(38.8) 5. 現代 で は 、 他 の 多く の 日 本 人 と 変わ ら な (18.9) 2. 広報 誌 ・ パ ン フ レッ ト の 配布 、 ポ スタ ー 
い 生 活 様式 で 生活 し て お り 、 北海 道 以外 の 掲示 
に も 全国 各地 で 暮らし て いる こと CN 
(46.5) 6. 個人 や 団体 と し て アイ ヌ 語 や 伝統 文化 の (17.8) 4. 講演 会 ・ シ ン ポ ジウ ム ・ フ ォ ー ラ ム ・ 
保持 、 継承 、 新しい 文化 の 創造 な ど に 取 交流 イベ ント の 開催 
( 1.8) 7. その 他 に 体験 機会 の 提供 
2 0 0 (18.0) 6. キャ ラク ター な ど を 活用 し た 広幸 活動 
| ( 3.2) 7. その 他 (県 4%c つ ) 























( 6.8) 無 回 答 (M. T. =220. 4) 


次 の ペー ジ の 【 資 料 ぴ に 進ん で くだ さい ~~ 








右 の 段 の 問 3 に 進ん で くだ さ し 








全員 の 方 が 【 資 料 】 を 読ん で か ら 下 の 問 5 
以降 を お 答え くだ さい 








【 資 料 】 

















「 民 族 共生 象徴 空間 」 


「 民 族 共生 象徴 空間 」 
北海 道 折 
一 般 公開 し て いる アイ ヌ 文 化 復興 ・ 





先住 民族 アイ ヌ の 歴史 と 文化 を 主題 と し た 本 


お いち ょ う 


老 町 に お 










































































(愛称 : 
(以下 「 ウ ポポ イ 」 と 


ウ ポ ポイ ) に つい て 





‘いま 
いて 、2020 年 7 月 12 日 
創造 の 拠点 で 
















































































初 ・ 日 本 最 北 の 国立 アイ ヌ 民 族 博 物 館 や 、 伝 統 芸 能 上 
演 ・ 工 芸 な ど を 体験 で きる プロ グラ ム な ど 、 ア イヌ の 
世界 観 や 自然 観 を 体感 で きる 施設 と な っ て いま す 。 
問 ら 5. あな た は 、 ウ ポポ イ に つい て 知っ て いま し た か 。 
それ と も 知り ませ ん で し た か 。( 〇 は 1 つ ) 

(16.2) 1. 知っ て いた 

(19.3) 2. 言葉 だ どけ は 聞い た こと が ある 

(63.4) 3. 知ら な か っ た 

( 1.1) 無 回 答 





問 6. あな た は 、 ウ ァ の バイ に 行っ て みた いと 思い ます か 。 


それ と も 行っ て みた いと は 思い ませ ん か 。 


( 9.6) 1. 
(52.5) 2. 


(10.3) 


(11.0) 


(14.7) 5. 


( 2.0) 


. 施設 の 内 容 に 


ぜひ 行っ て み 


機会 が あれ ば 
. どの よう な 施 語 





みた いと は 思 














みた いと は 思 
わか ら な い 
無 回 


























( 〇 は 1 つ ) 


た い 

行っ て みた い 

設 か わか ら な い の で 行っ て 
わな い 

興味 が な い の で 行っ て 
わな い 


ー 23 一 


(33. 
(21. 
(50. 
(47. 


(27. 


(27. 
(27. 


(3; 
(も 


5) 
9) 
9) 


トー 





3) 


1. 
2. 
3. 


. アイ ヌ の 歴史 ・ 


間 7. あな た は 、 ア イヌ に 関す る 施策 の うち 、 ど の よう な 
取組 を 重点 的 に 行う べき だ と 思い ます か 。 


( 〇 は いく つ で も ) 


ウ ポ ボ ポイ へ の 誘客 促進 の た め の 広 報 活動 
ウ ポ ボ ポイ で 体験 で きる コン テン ツ の 充実 
アイ ヌ の 人 々 へ の 理解 を 深め る た め の 

麻 発 ・ 広 報 活動 












































文化 の 知識 を 深め 





た め の 学 校 教 育 








. アイ ヌ の 人 々 へ の 生活 や 教育 の 充実 ・ 





支援 


. アイ ヌ 文 化 継承 の た め の 人 材 育成 
. アイ ヌ 文 化 復興 の た め の 地 域 活動 な ど 











へ の 支援 


. その 他 中 sa に) 























無 回 答 





(M. T. =244. 0) 





